
＝＝＝ 保護者＆開催ボランティアスタッフ  
ハンソンさんからのメッセージ ＝＝＝ 

 
スペーススクール/アーン小学校のイベントの開催ボランティアをしつ

つ、小学 1 年と３年の子供と一緒に参加しました。 
宇宙の学校のプログラムは、航空宇宙学・物理学・その他いろいろな学

びに通じていることに大変驚きました。 
 工作ロケットや凧を各個人さまざまな形へ改良しながら、どんどん遠く
へ、安定して飛ぶ様子を見て楽しむ子供たちを眺めていると、Ben 先生が
子供たちに語りかけた”１０年後スペースミッションに参加し、宇宙から
先生へメッセージを送ってほしい”という願いが実現するのではないかと
思えました。素晴らしい体験をさせて頂き、ありがとうございました。 

▲アーン小学校の子どもたち、スタッフと一緒に！ 上段 左端が Ben先生  

▲スタッフの方々と研修会 かさ袋ロケットやスチロール凧の作成 ▲スタッフの方々と研修会 かさ袋ロケットやスチロール凧の作成 

 
昨年、相模原市内にある米軍住宅内アーン小学校の先生やスタッフの方々と連携したイベントを行いました。 
担当の Ben先生からのメッセージです。 

 

KU-MA とわたし  宇宙の学校 ボランティア 

アーン小学校の生徒およびスタッフ一同は、生徒たち
の科学的探究に対する理解をさらに深め、やる気を一層
伸ばすために、ＫＵ－ＭＡ（子ども・宇宙・未来の会）
との新たなパートナーシップをとても大切に考えていま
す。 

アーン小学校は、相模原住宅地区（在日アメリカ陸軍
の基地、通称座間キャンプ内）に位置しています。在日
米軍の小学校が期待されている役割の一つに、地域社会
と友好関係を築くことがあげられます。アーン小学校の
職員は、ホスト国とのパートナーシップもその一部であ
ると強く信じています。実際、アーン小学校の校名は過
去に九州地方の児童養護施設でボランティア活動に携わ
った、ジョンＯ.アーン米陸軍少佐にちなんでつけられま
した。このたび、ＫＵ－ＭＡの協力のもとに「宇宙の学
校」をスタートできたことは、当校にとって日本のみな
さんと友好的な関係を築くという伝統を引き継ぐ素晴ら
しい機会となりました。 

アーン小学校では 2 月に行われたＫＵ－ＭＡスタッフ
によるボランティア研修を経て、3 月から 4 月にかけて 2
回、試験的にスペーススクールを開催しました。まず３
月に、生徒（6～9 歳）とその家族たちは、航空力学の基
本概念を取り入れた傘袋ロケット作りに励みました。翌
月には手作り凧と熱気球を作成し、さらに楽しく知識を
深めました。ボランティアで集まった先生と生徒の家族
たちは、ＫＵ－ＭＡのスタッフと協力して、子供たちを魅
了するプログラムを作り上げることができました。 

アーン小学校は「科学を学ぶことは子供たちとその家
族にとって魅力的で楽しいものである」というＫＵ－ＭＡ
の理念に深く共感しています。 

今回のスペーススクールのまとめとして、生徒たちに
は、作成したロケットや凧を家庭に持ち帰り、家族とと
もにさらなる改良を加えて飛ばしてみるという課題が与
えられました。私たちは今後さらに、生徒たちとその家
族が一緒に取り組むことができる活動を推進したいと考
えています。 

2 回にわたる試験的試みの成果を踏まえ、新年度はスペ
ーススクールプログラムを３回以上に増やしたいと考え
ています。また科学的探究に対し、これまで以上に家族
で取り組んでもらうために、生徒たち全員に家庭で保護
者とともに科学の課題を仕上げてもらう予定です。そし
てプログラムの最終日には家族ごとにその結果から学ん
だことをレポートにまとめて発表し、ほかの生徒や家族
と体験や成果を共有してもらうことを計画しています。 

アーン小学校は、このたびのＫＵ－ＭＡとの新たなパー
トナーシップを大いに歓迎しています。さらに、子供た
ちとその家族のために常に献身的に取り組まれ、当校に
おけるスペーススクール導入に向けて多大なるご尽力頂
きました平林先生へ心より感謝申上げます。 

国分寺市「宇宙の学校」 

ボランティア  

会員 橋口 薫 

 
国分寺『宇宙の学校』をお手伝いさせて頂いています。国

分寺は元々、ペンシルロケット発祥の地で理科離れの子ども
達をなくそうと小学校５年生から市の行った『科学センター』と
いう理科教室が土曜日に市内の学区の枠を超えて募集をさ
れていた所です。 
私の子ども達は隔週土曜日がお休みになった時に小学５

年生を迎え『科学センター』との出会いとなりました。机の上だ
けではない、子ども達の興味が、知る喜びに変わるきっかけに
なる毎回の楽しかった授業が昨日の事のように思い出されま
す。その後、隔週土曜日休みから、週休２日になり、土曜日
の子ども達の居場所は、更に様々に…私達は親子で、そして
同級生達と自然の現場でたくさんの体験をさせて頂きました。 
その時にお世話になった先生方との出会いがあり、子ども達

が高校生になった頃、『科学センター』に繋がればと、幼稚園
年長から小学４年生までの『宇宙の学校』がスタートされたの
です。国分寺のスタッフは当時小学生だった子ども達と親が、
お世話になった先生方への恩返しでお手伝いさせて頂き現在
に至ります。子ども達は今年 20代半ばを迎えるようになり、そ
れぞれの旅立ちもあり、地元の高校生達の力も借りながらお
手伝いしています。 

『宇宙の学校』での小さな子ども達の、分かった時の満足気
な喜びの笑顔や保護者の方達との歓声のシーンが毎回やりが
いに繋がっています。 
数年前、奥州市の『宇宙の学校』を何度かお手伝いさせて

頂いた時に、全国で同じ活動の中、それぞれの土地柄の素
晴らしさも改めて知る事ができました。 
そんな東北行きをきっかけに 3年前からは国分寺もお手伝

いさせて頂きながら、石巻へも訪問（ボランティア支援）する
ようになりました。石巻はまだ復興真っ只中です。それぞれの
皆さんが子ども達に笑顔をと願う気持ちは一緒です。色々な
イベントのワークショップからでも、いつか石巻の子ども達にも
『宇宙の学校』が紹介できたらいいなと思っています。 
子ども達への『なぜ？どうして？解ったよ！！』の笑顔は全

国共通です。そして学びに来ている子ども達もずっと繋がってい
て欲しいなと思っています。素敵な出会いが全国に広がってい
る活動をこれからも応援しています。  
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Q:
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Q:
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「
わ
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り
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取
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も
ら
い
た

い
。 

 

インタビュアー 

菊地 涼子 


